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次号予告　　64 巻 3 号 ヘッドライン：動的共有結合化学　―共有結合形成を可逆的に制御する―

　人類は化石資源に強く依存する社会を築いてきた。そのために，地球温暖化やそ
れに付随した様々な地球規模での環境問題が引き起こされており，低炭素社会構築
に向けた取り組みが進んでいる。とりわけ，低炭素社会の中核となる水素社会の創
製に注目が高まっている。本ヘッドライン企画では，水素社会実現を支える科学技
術―ソーラー水素などの水素製造技術，有機ハイドライドなどの水素貯蔵技術，水
素発電や燃料電池などの水素利用技術―を化学的な観点から解説する。

ヘッドラインテーマ：水素社会がもたらす未来生活

　夕陽記念館は，大正 3年（1914）に建てられた旧北海道函館師範学校時代の本館
中央部分の玄関とその両脇の一部です。大正 3年 4月 9日に函館師範学校第 1回入
学式が行われました。昭和 42 年の北海道教育大学函館校の改築の際に保存運動が
起こり，残された建物で，現在は北教大函館校北方教育資料室となり，文化庁の登
録有形文化財（建造物）に指定（平成 12 年 4 月 28 日）されています。資料室に
は，旧師範から学芸大学，教育大学に至る 100 年以上の歴史を語る貴重な資料が展
示されています。同窓会によって管理されている資料室と展示物は，オープンキャ
ンパスや卒業式のときに公開され，建物内部の見学ができます。木造，2階建，下
見板張で，正面中央に 3階建のランタン付塔屋を建ち上げて，前面に切妻造の車寄
を突出させています。全体骨格は明治調ですが，細部には大正期の簡略化された意
匠が認められます。

表紙の言葉　 北海道教育大学函館校北方教育資料室 
（旧函館師範学校，夕陽記念館）


